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国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
将
来
推
計

で
は
、
６
５
歳
以
上
の
高
齢
人
口
は
２
０
２
０
年
に

は
３
６
１
９
万
人
、
全
人
口
に
占
め
る
割
合
は
２
８
．

９
％
と
増
加
。
他
方
、
１
５
歳
か
ら
６
４
歳
の
生
産

年
齢
人
口
は
２
０
４
０
年
に
は
５
９
７
８
万
人
と
減

少
す
る
こ
と
が
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
少
子
化
の
要
因
の
一
つ
は
、「
仕
事
と
子
育

て
」
の
両
立
が
困
難
な
た
め
、
女
性
の
３
０
歳
頃
を

境
に
正
規
雇
用
率
が
低
下
し
、
３
０
、
４
０
代
は
非

正
規
雇
用
が
中
心
と
な
る
Ⅼ
字
カ
ー
ブ
問
題
が
就
労

状
況
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

第
９
次
豊
田
市
総
合
計
画
の
「
ミ
ラ
イ
実
現
戦
略

２
０
３
０
」
若
年
層
、
女
性
の
人
口
は
減
少
、
と
す

る
根
拠
・
転
入
転
出
状
況
と
そ
の
要
因
は 

Ａ 

愛
知
県
人
口
動
向
調
査
結
果
の
令
和
３
年
１
０

月
１
日
か
ら
３
年
間
に
お
け
る
本
市
の
１
５
歳
か
ら

人
口
減
少
と
定
住
に
つ
な
が
る
支
援 

 

 

３
９
歳
ま
で
の
社
会
動
態
は

外
国
人
人
口
は
、
３
７
７
０

人
の
社
会
増
加
と
な
っ
て
い

る
一
方
で
、
日
本
人
人
口
は
、

３
６
７
３
人
の
社
会
減
少
。

ま
た
、
男
女
別
の
総
数
で
男

性
は
７
２
９
人
の
増
、
女
性

は
６
３
２
人
の
減
。
１
５
歳

か
ら
３
９
歳
ま
で
の
転
出

は
、
大
学
等
へ
の
進
学
の
ほ

か
、
就
職
や
転
勤
・
結
婚
を

き
っ
か
け
と
し
た
他
市
町
村
へ
の

転
居
が
主
な
要
因
。 

 

定
住
に
向
け
た
支
援 

Ａ 

家
族
形
成
期
支
援
住
戸
は
、
結

婚
、
子
育
て
等
に
よ
り
家
族
を
形
成

す
る
時
期
に
あ
る
世
帯
に
対
し
、
本

市
へ
の
定
住
を
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。 

応
募
・
入
居
状
況
、
今
後
の
方
向

性
は
。 

Ａ
令
和
６
年
１
月
か
ら
１
年
間
で
、 

述
べ
１
４
戸
の
募
集
を
行
い
、
３
０ 

の
応
募
が
あ
っ
た
。 

入
居
状
況
と
し
て
は
、
令
和
７
年
１ 

月
末
時
点
で
家
族
形
成
期
支
援
住 

戸

と
し
て
活

用

で
き
る
５
２
戸 

に
対
し
、
３
５
戸
が
入
居
し
て
い 

る
。 

今
後
も
、
引
き
続
き
家
族
形
成
期
支 

援
住
戸
を
有
効
に
運
用
し
、
家
族
形 

成
期
世
代
の
本
市
へ
の
定
住
に
繋 

げ
て
い
く
。 

賃
貸
借
住
宅
借
り
上
げ
、
家
賃

支
援
制
度
の
創
設
を 

Ａ
家
族
形
成
期
支
援
住
戸
を
低
廉 

な
家
賃
で
提
供
し
て
い
る
こ
と
か 

ら
、
賃
貸
住
宅
の
借
り
上
げ
や
家 

賃
支
援
に
よ
る
家
族
形
成
期
世
代 

へ
の
支
援
は
考
え
て
い
な
い
。 

 

学
び
続
け
る
た
め
の
支
援 

奨
学
金
制
度
の
内
容 

 

Ａ 

奨
学
金
の
額
は
、
高
校
生
等

が
年
額
９
万
６
千
円
、
大
学
生
等

が
年
額
２
７
万
円
。 

学
業
成
績
や
家
計
の
状
況
等
に

つ
い
て
選
考
基
準
を
設
け
て
お

り
、
奨
学
金
審
査
委
員
会
で
審
査

し
、
対
象
者
を
選
考
。 

奨
学
生
採
用
予
定
人
数
、
応
募
人

数
、
採
用
人
数
の
状
況 

Ａ 

新
規
募
集
「
高
校
生
等
で
７

０
人
、
大
学
生
等
で
５
人
。
」
応

募
人
数
は
「
高
校
生
等
７
８
人
、

６
２
人
に
支
給
決
定
」
「
大
学
生

等
は
５
人
で
、
２
人
に
支
給
決

定
」 

継
続
は
「
高
校
生
等
の
応
募
は
５

０
人
で
、
全
員
に
支
給
。
大
学
生

等
の
応
募
は
７
人
で
、
そ
の
う
ち

６
人
に
支
給
」 

根
本
市
議
は
「
経
済
的
に
就
学
困

難
な
生
徒
を
対
象
と
し
て
、
教
育

の
機
会
均
等
を
図
る
制
度
で
あ

る
要
保
護
凖
要
保
護
就
学
援
助

の
本
市
中
学
生
の
認
定
生
徒
数

は
、
令
和
５
年
度
で
は
１
２
４
２

人
。
所
得
の
認
定
基
準
や
要
件
、

対
象
の
学
年
も
奨
学
金
と
は
異

な
る
が
、
困
難
を
抱
え
る
家
庭
の

実
態
と
捉
え
、
奨
学
金
は
高
校
・

大
学
等
へ
の
進
学
の
た
め
に
、
さ

ら
に
多
く
の
生
徒
に
必
要
。
」
と

し
て
、
拡
充
の
考
え
を
質
問
し
ま

し
た
。 

奨
学
金
給
付
対
象
の
拡
充
を 

Ａ 

高
校
生
等
の
新
規
募
集
人
数

を
７
０
人
に
拡
充
。
拡
充
後
、
選

考
基
準
を
満
た
し
た
全
員
に
対

し
、
新
規
募
集
人
数
の
範
囲
内
で

支
給
決
定
が
で
き
て
い
る
。 

奨
学
金
と
し
て
学
業
成
績
等
の
一 

定
の
選
考
基
準
は
必
要
。
現
在
の 

と
こ
ろ
、
奨
学
金
の
給
付
対
象
の 

拡
充
や
選
考
基
準
を
大
き
く
見
直 

す
予
定
は
な
い
。 

 

根
本
市
議
は
「
高
校
・
大
学
へ
の 

進
学
、
学
び
を
あ
き
ら
め
る
こ
と 

が
な
い
よ
う
、
給
付
対
象
の
拡
充
、 

採
用
の
枠
を
広
げ
る
こ
と
を
求
め 

ま
し
た
。 

     

公
共
交
通
に
お
け
る
学
生
支
援 

高
校
生
・
大
学
生
等
の
公
共
交
通

利
用
へ
の
支
援
の
考
え
方
、
支
援

と
な
る
施
策
は 

Ａ 

公
共
交
通
は
通
学
に
不
可
欠

な
交
通
手
段
。
お
い
で
ん
バ
ス
の

通
学
定
期
は
、
他
の
公
共
交
通
と

比
べ
て
安
価
に
設
定
し
て
お
り
、

利
用
し
や
す
い
環
境
に
あ
る
。 

令
和
７
年
度
か
ら
は
新
た
に
高
校

生
の
遠
距
離
バ
ス
通
学
に
伴
う
経

済
的
な
負
担
の
軽
減
や
公
共
交
通 

（
裏
に
続
く
） 

３月
議会

一般質問その①



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（
お
も
て
の
続
き
） 

の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
補
助

制
度
に
よ
る
支
援
を
行
う
予
定
。 

根
本
市
議
は
、
高
校
生
の
通
学
定

期
券
購
入
費
補
助
制
度
は
、
負
担

の
軽
減
と
し
て
、
ま
ず
一
歩
と
し

て
、
通
学
補
助
の
制
度
化
が
進
ん

だ
自
治
体
の
例
を
あ
げ
、
無
料
化

の
早
期
実
現
を
求
め
ま
し
た
。 

高
校
の
通
学
に
必
要
な
バ
ス
の
増

便
、
ダ
イ
ヤ
改
正 

中
山
間
地
域
で
は
、
お
い
で
ん
バ

ス
と
地
域
バ
ス
の
乗
り
継
ぎ
の
時

間
が
合
わ
な
い
路
線
、
時
間
帯
が

あ
り
、
通
学
に
困
っ
て
い
る
と
の

声
が
あ
る
。
他
に
も
、
交
通
が
不

便
な
地
域
、
路
線
も
あ
る
。 

 
 

バ
ス
の
増
便
、
ダ
イ
ヤ
改
正
等
に

よ
る
利
便
性
向
上
の
考
え
は
。 

Ａ 

通
学
時
に
お
け
る
バ
ス
の
増

便
は
利
用
者
の
利
便
性
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。 

運
転
手
不
足
等
の
問
題
に
よ
る

公
共
交
通
を
取
り
巻
く
環
境
の
厳

し
さ
を
考
慮
す
る
と
対
応
は
難
し

い
。
こ
の
た
め
、
現
状
の
運
行
本

数
を
維
持
す
る
こ
と
で
利
用
者
の

利
便
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
る
。 

運
行
ダ
イ
ヤ
に
つ
い
て
は
、
鉄

道
や
基
幹
バ
ス
等
と
の
乗
り
継
ぎ

の
ほ
か
、
高
校
の
始
業
時
間
や
終

日本共産党豊田市議団へのメールは、ホームページからお送りください 

業
時
間
を
考
慮
し
た
ダ
イ
ヤ
を
設

定
し
て
お
り
、
今
後
も
利
用
状
況

や
利
用
者
の
意
見
等
を
踏
ま
え
た

ダ
イ
ヤ
改
正
を
行
う
な
ど
、
通
学

時
の
利
便
性
向
上
に
努
め
て
い

く
。 

 

「豊田民報」の記

事はこちらからも

ご覧いただけま

す。 

 
主催：3・１３重税反対統一行動実行委員会 

すやま初美 
参院選愛知予定候補 

ゼロ

場所：豊田市役所東庁舎の南側歩道 
主催：さよなら原発豊田市民行動連絡会 

重税反対を掲げて 1970年から継続してきた統一行動は、自主申告を

貫くとともに、消費税減税やインボイス廃止の共同を強める力にな

ってきました。自民党の金権腐敗政治に憤る市民やインボイス廃止

を願うフリーランス、戦争する国づくりや大軍拡に反対する人々、

年金削減に抗議する高齢者、価格補償を求める農業者、ジェンダー

平等・地位向上を求める女性、学費無償化を切望する学生など、す

べての納税者に参加を呼びかけています 

出発集会後、 中電へ要請、 

駅前までパレード 

◆法律相談は弁護士により３月１５日

（土） 午前 10時～12時で 

◆生活相談は随時、根本議員が応対。 

◆法律相談は要予約。お申し込みは 

◆日本共産党西三河地区委員会まで 

      ☎ 0564-23-2785 

◆生活相談は市委員会まで 

      ☎ 0565-34-4772 

 


